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熱田  親憙
1．先生との出会い
総合政策研究科の第1期生として応募したのは、
環境問題を体系的に学びたかったからである。当
時、三木市にある関西国際大学で教壇に立ってい
たが、売り優先のマーケティング的経営学に後ろ
めたさを感じ、環境経営学的概念を導入したかっ
た。これを知った学長が、天野先生の居られる関
学の総合政策研究科の受験を薦めてくれたので即
決意した。
研究科の創立初年度のためか同期生は60名ほど
で、教授陣も情熱的に迎えてくれたことが今でも
懐かしい。その先頭に立っておられたのが、4年
前に総合政策部を創立させた天野先生であった。
授業も期待どおりであった。授業の続きは研究室
で教えてもらった。静かに淡々と話される親切
さに、教師を天職と思われている姿をみたような
気がした。ゼミ生とのコンパでは「当時、商社か
メーカーに就職したい希望はあったが、人と話す
のが苦手だったので、この道を選んだのです」と
けれん味のないお言葉、人柄が伺えた。
2．修士論文のアドバイス
研究科の学習成果のカタチは修士論文である
ことから、学生も担当教授のエントリーには真
剣であった。幸いにも、私は希望通り天野先生の
ゼミ生になることができた。入学の動機が環境問
題であったので、テーマの分野に迷いはなかった
が、具体的な絞込みには苦労した。授業もマスコ
ミも環境汚染、汚染予防などの話題は豊富にあっ
たが、そこから何を学び、何をいいたいかの仮説
がはっきり浮かんでこない。一般ゴミの問題も、
排出データやリサイクル策の事例はたくさんある
が、どんな提言が出来るか絞り込めず悩んだ。そ
こでアドバイスを受けるため天野先生にアポイン
トをとり、神戸・元町駅で落ち合った。駅を降り
ると、そこには大学では見ない別の笑顔が待って
いた。近くの喫茶店の隅に陣取り、早速本論には
いった。
「熱田さんは確か数学がご専門で、統計学が得
意でしたね。経営学や社会学は事象の因果関係
が、数学のようにきれいに数式に表すことができ
ないのです。だから答えは何通りもあるのです。
したがって、考えられる環境汚染対策もみな正し
いのです。だから誰もが認める決定的な結論はな
かなか見つからないものです。それが分っただけ
でも一歩前進ですよ。」
「でも論文では、だれでも認める決定的結論で
結びたいものです」と返すと、
「熱田さん、それはあなたの論文に対する美学
と理解しますが、あまりゆっくりもしておれない
ので、それに近づけるべく視点を変えて、より身
近な問題点を探してみてください。必ず見つかり
ますよ」と励まされた。
より身近な問題を求めて、自然環境からわが
家庭に目を移したら、孫の罹患したネパールの風
土病；ヨード欠乏症にたどり着いた。論文のテー
マを「ネパール・ヨード欠乏症対策のマーケティ
ング的研究」と決め、先生も賛同してくれた。こ
の決定には次の背景があった。娘・長女がネパー
ルでのボランティアが縁で、ネパール青年と結
婚。その子がヨードの欠乏による甲状腺障害に罹
患し、日本で3年の治療をした結果、予想外に早
く完治したという感動のドラマを経験したこと。
ヨード欠乏症という風土病は内陸地帯という地理
的条件が背景にあるので、立派な環境問題ですよ
と先生に指摘され、環境問題を捉える私のドメイ
ンの偏見に気づかされた。
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先生の導きはお見事で、今思うと、気づかせる
ことは立派な教育手法である。
3．仕掛けられた英語への挑戦
論文テーマが決まると行動開始である。サラ
リーマン時代に学んだ「情報は現場にある」の原則
に沿って、ネパールに現地調査にいく準備を始め
た。日本とネパールのヨード欠乏症の専門家の指
導を受けて、ネパールでは政府、流通、住民の関
係者に面接調査をすることができた。約1ヶ月の
原稿づくりでA4サイズ90枚ほどの論文の下原稿
が出来た。自分なりに説得性のある結論が出来た
という完遂感を持って、先生の研究室を訪ねた。
「ネパール出張でお疲れ様でした。纏めるのが
早いですね、絵を描く人は。」
「全く新しい世界の情報ですので、興奮しなが
ら一気に書き上げました！」
「まだ衰えていませんね、若さが。大した集中
力ですよ。さて、原稿は今日お預かりして、後程
コメントさせていただきますが、どんな結論にな
りましたか」
「政府のヨード欠乏症対策の効果が遅々として
いることを問題点とし、その原因を政府レベル、
流通レベル、住民レベルに分けて分析し、効果を
上げるための10か条の政府提言を以って結論にす
ることにしました」
「大体、フィニッシュですね。その内容ならタ
イトルにサブがあった方が分りやすいかも知れま
せんね」
「それでは少し長くなりますが、『～ネパール国
家保健計画に基づく～ヨード欠乏症対策のソー
シャルマーケティング的研究』に修正します」
「うん！これで決まりだね」
合格ラインは突破したという手ごたえを持って
待つこと1週間。先生からメールが入った。「要因
分析はお見事ですが、細かすぎて分り難い。もう
少し大束にくくり直されたらいい。最後の10項目
の提言もいい」
正式に論文提出をしたのは1月10日過ぎだった。
もう卒業式を待つばかりかと思っていたら論文審
査があるという。それも英語によるプレゼンをせ
よとのこと。英語プレゼンの授業で、自分の英語
力は自覚していたので、開き直ってやることにし
た。2月はじめ、審査日がやってきた。審査のメ
インはマーティン先生、サブは斉藤先生、ファシ
リテイターは天野先生であった。当日はマーティ
ン先生に向かって、用意したペーパーをみなが
ら、約1時間一方的にキャスティングした。分り
難いと思われるところは都度天野先生が流暢な英
語で補足され、救われた思いで続けることができ
た。あとで天野先生に尋ねたら60点ぐらいの発音
だったという。リーダー中心の英語教育を受けた
ものにとっては大冒険であった。
次はマーティン先生からの質問である。英語
での質問は全然分らないので、天野先生に通訳を
してもらうことにした。即座に英語で答えるほど
の構築力も集中力も残っていなかった。マーティ
ン先生は感染病の研究者であるので、1つの質問
にレクチャー、コメントがついてくるので、長時
間となった。昼食抜きで10時から15時ごろまでか
かり、天野先生もややお疲れ気味となり、私と目
配せしたほどであった。マーティン先生は「いい
研究だ。これからも続けてください。10か条の提
言はネパール政府だけでなく、ユニセフ、WHO
などにもしたらよい。娘もシンガポールにおるの
で、ネパールの帰りに寄ってください。彼女もボ
ランテイア調査を多く手がけておりますので、よ
きアドバイスを与えてくれると思うよ」と賛辞と
思える言葉をいただいた。これが縁で以降マー
ティン先生とは繋がっている。
天野先生の挑戦はまだあった。英語でディス
カッションペーパーを書きなさいという。スピー
チに比較したらぐっと楽だが、提出日3月末と
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いうことから、ヨード欠乏症対策の問題点は和
文で、解決のための10か条提言は英語で、2本の
ペーパーを完成させた。英訳した文章をネイティ
ブな語学の先生にチェックしてもらい、主語を明
確にする大切さを学んだ。一方、単語力は結構あ
ることに自信をもち、現在推進しているネパール
ボランティア活動の英文メールで大いに役立って
いる。
天野先生が引き出してくれた英語力が現在の
NGO理事長職を支えてくれているのである。同
時に人の能力を上手く引き出すのも教育者の能力
であることを学んだ。
先生の仕掛けを素直に受けて、導かれるままに
カタチにしたので、そのご褒美でしょうか、3月
末に先生から直々のお電話があった。「関西学院
のホームページに優秀論文として紹介しておきま
したから、見てくださいね」とさらりと伝えてこ
られた。恩着せがましいところが全然感じず、「こ
の2年間本当にお世話になりました」と素直にお礼
が言えた。
4．NPO法人の名づけ親
ネパール・ヨード欠乏症の論文と孫のヨード欠
乏症の完治がキッカケで、卒業年度の2001年から
ネパールの農村でヨード欠乏症の調査と支援活動
を個人レベルで開始し、徐々にネパールから当て
にされる存在となり、NPO法人「ネパール・ヨー
ドを支える会」の設立を決意した。海外ボランテ
イア活動の性格上、英語名を名付ける必要に迫ら
れ天野先生に依頼した。いろいろ悩ませたよう
で、暫くしてから2度のメールを頂いた。
「ネパール・ヨードを支える会の英語名は、
Society for Eliminating Nepali Iodine Deficiency, 
SENID ではいかがでしょうか。Nepal ではなく 
Nepali にしたのは、「ネパール国の」ではなく、「ネ
パール人の」という意味を出すためです。「ネパー
ル人のヨード欠乏をなくす会」とでもなりましょ
うか。ご一考ください。」（天野明弘）
「気に入っていただいたようで、よかったです。
ちなみに、ENID（イーニッド）は女性の名前で、
貞女の鑑だそうです。したがって、SENIDの英語
式の発音は、シーニッドとなります。」（天野明弘）
何事も手抜きせず親身になって相談に乗って
くれるので、兄貴のような親しみを持っていた。
その親しみがメル友になる機会を与えてくれた。
2007年から2008年に掛けて毎日新聞大阪版で、
エッセイ「御堂筋ものがたり」（絵と文）を連載する
機会を与えられた。先生を含む親しい方には掲載
紙のコピーをメール送信した。55週続いたが、先
生は几帳面に感想文を返してくれた。いくつかを
ご紹介する。
「御堂筋ものがたりの!1をありがとうございま
した。ご活躍の範囲がますます広くなり、期待し
ております。いにしえから芸術活動はパトロンが
なければ隆盛が難しいもののようですので、お
金の好きな人よりも芸術の好きな人を育てるとい
うのではなく、お金の好きな人に芸術を大好きに
なってもらうことが必要なのではないかなどと考
えております。貴兄のご活動を期待するゆえんで
す。」（天野明弘）
「懐かしいガスビルの話をじっくりと読みまし
た。小学校へいくまでのころ、父親に連れられて
見晴らしのよいガスビル屋上のレストランで昼食
をたべ、土産に「ガスビル饅頭」を買ってもらった
記憶が鮮明です。大阪ガスの人に会うと、この話
をしますが、ガスビル饅頭のことはあまりご存知
ありません。レストランらしきものといえば、自
宅の近所にあった野田阪神五銭十銭ストアの屋上
のレストランぐらいでしたから、ガスビル屋上の
新装レストランは子供心にも大変印象の深いもの
だったのでしょう。「ガスビル饅頭」というのも、
そのような立派な建物で買ったものだから、大阪
の名物と考えたものと思います。　「御堂筋もの
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がたり」は、兵庫県立大学長の熊谷信昭先生（先の
阪大総長）に毎回カラーコピーを差し上げていま
す。県知事などを含めたある集まりでこの連載の
話をしたところ、知事が学長は大阪のことには何
でも興味があるから是非お見せしたらということ
になりました。初回から全部お渡ししています。
なかなか気に入られたらしく、ご自分でもいろい
ろ調べようと思っているといわれておりました。
つづきを楽しみにしています。」（天野明弘）
こんな交信のなかで、お酒が飲めなかったので
大学に残ったことも吐露され、今までに何回とな
く酒席にご出席願ったが、さぞかし苦痛であった
ろうと思うと、申し訳ないことをしたと思う。ま
た、他のメールでは、奥様と美術展をみてきたと
いう文面にも接し、研究者として、家庭の主とし
ての思いやりも発揮されておられることに、その
バランス感覚を感じたこともあった。まさにジェ
ントルマンである。これも英国仕込かなと思った
ことも、今では懐かしい思い出となってしまいま
した。
熱田親憙（あつた　ちかよし　関西学院大学総合
政策研究科修了、天野ゼミ1期生）
